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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポータブル小型電子デバイスであって、
　該デバイスは、ケースと、表示画面と、内部電子構成要素とを備え、
　前記表示画面及び前記内部電子構成要素は前記ケース内に実装され、前記表示画面は前
記ケースの少なくとも１つの構成において外部から視認可能であり、
　前記ケースは実質的に反磁性である表面を有し、前記ケースの前記表面の少なくとも一
部は掃除用具を収納するように構成され、
　前記掃除用具は、該掃除用具を収納するように構成された前記ケースの前記表面の前記
少なくとも一部に選択的に結合するように構成され、
　前記掃除用具を収納するように構成された前記ケースの前記表面の前記少なくとも一部
は強磁性若しくはフェリ磁性であるか、又は希土類磁石から成る強磁性材料若しくはフェ
リ磁性材料を覆い、
　前記掃除用具は、強磁性基材又はフェリ磁性基材の少なくとも１つの表面を覆う掃除材
料を含む、小型電子デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示画面の掃除用具（apparatus）に関する。本発明は特に、電子デバイスと
ともに用いられるそのような用具に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　レンズを掃除することは、レンズを利用するデバイスのユーザーにとって長年問題とな
ってきた。例えば、望遠鏡、眼鏡、双眼鏡及びカメラが長年使用されており、そのような
デバイスのレンズをきれいに保つことは、数多くの創造的な努力の対象となってきた。
【０００３】
　最近になって、新たな掃除デバイスが存在している。ポータブル電子デバイスの出現に
よって、そのようなデバイスが数多くの公共の場所において使用されるのを目にすること
が当たり前になった。そのような場所は喫茶店、レストラン、ショッピングモール等を含
む。これらのデバイスは、あらゆる公共の場において見ることができる。
【０００４】
　ポータブル電子デバイスのうちの多くは、文字列を表示する表示画面を有する。これら
のデバイスの中には、写真を、そして場合によっては動画を表示するために使用されるも
のもある。これらのデバイスのうちの最新のデバイスは、写真及び動画を高解像度で表示
する。
【０００５】
　表示画面は通常、丈夫であり、保護フィルム又はスクリーンで覆われることも多いが、
それでも汚れることは免れない。人の皮脂、環境内の液体及び粉体、空中を漂うエアロゾ
ル及び塵が画面上に溜まり、画面を使いにくくする可能性がある。
【０００６】
　ポータブル電子デバイスの表示画面を掃除することは、問題をはらむ可能性がある。入
手しやすい用品を用いて、表示画面を掃除するのは望ましくない場合も多い。例えば、ペ
ーパータオル及び紙ナプキンは時に表示画面を引っ掻き、それにより表示画面に損傷を与
える恐れがある材料から構成される。
【０００７】
　適切な掃除用品を持ち運ぶのも時に問題である。掃除デバイスは時にかさばり過ぎて、
快適に持ち運ぶことができない。朝に身支度を急ぐ日には、電子デバイスのユーザーは、
そのような支度を忘れやすいか、又は見過ごしやすい。
【０００８】
　ポータブル電子デバイスを製造する技術分野において、そのようなデバイスの中に掃除
用具を組み込むことが望ましい。ポータブル電子デバイスの付属品を提供する技術分野に
おいて、電子デバイスケースにつけて（on）持ち運ぶことができる掃除用具（cleaning c
omponent）を提供することも望ましい。
【発明の概要】
【０００９】
　一態様において、本発明は、少なくとも１つのケースを有する電子デバイスの表示画面
を掃除する方法である。該方法は、掃除用具を用いて前記表示画面を拭くことを含む。前
記掃除用具は、磁気引力を用いて前記少なくとも１つのケースに選択的に結合するように
構成される。
【００１０】
　別の態様において、本発明は、電子デバイス表示画面上で使用する掃除用具である。該
掃除用具は、強磁性基材又はフェリ磁性基材の少なくとも１つの表面を覆う掃除材料を含
む。前記掃除用具は１．５ｃｍの最大厚を有する。
【００１１】
　更に別の態様において、本発明は、ケースと、表示画面と、内部電子構成要素とを備え
る小型電子デバイスである。前記表示画面及び前記内部電子構成要素は前記ケース内に実
装され、前記表示画面は前記ケースの少なくとも１つの構成において外部から視認可能で
ある。また、前記ケースは実質的に反磁性である表面を有し、前記ケースの前記表面の少
なくとも一部は掃除用具を収納するように構成される。前記掃除用具は、該掃除用具を収
納するように構成された前記ケースの前記表面の前記少なくとも一部に選択的に結合する
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ように構成される。前記掃除用具を収納するように構成された前記ケースの前記表面の前
記少なくとも一部は強磁性若しくはフェリ磁性であるか、又は強磁性材料若しくはフェリ
磁性材料を覆う。前記掃除用具は、強磁性基材又はフェリ磁性基材の少なくとも１つの表
面を覆う掃除材料を含む。
【００１２】
　別の態様において、本発明は、電子デバイスの第１の１次ケースを保護する役割を果た
す第２のケースであり、実質的に反磁性である表面を含む。該第２のケースの前記表面の
少なくとも一部は掃除用具を収納するように構成されている。前記掃除用具は、該掃除用
具を収納するように構成された該第２のケースの前記表面の前記少なくとも一部に選択的
に結合するように構成される。前記掃除用具を収納するように構成された該第２のケース
の前記表面の前記少なくとも一部は強磁性若しくはフェリ磁性であるか、又は強磁性材料
若しくはフェリ磁性材料を覆う。前記掃除用具は、強磁性基材又はフェリ磁性基材の少な
くとも１つの表面を覆う掃除材料を含む。
【００１３】
　更に別の態様において、本発明は、表示画面又はレンズを掃除する方法である。この方
法は、表示画面又はレンズを有する機械デバイス又は非電子デバイスとともに使用され、
掃除用具を用いて前記表示画面又は前記レンズを拭くことを含む。前記掃除用具は、磁気
引力を用いて前記機械デバイス又は前記非電子デバイスの少なくとも１つの部分に選択的
に結合するように構成される。
【００１４】
　更に別の態様において、本発明は、掃除用具を用いて表示画面又はレンズを掃除する方
法である。前記掃除用具は前記表示画面又は前記レンズを有する物体とは異なるポータブ
ル物体に吸着するように構成される。
【００１５】
　別の態様において、本発明は、磁石要素を有する掃除用具を利用して、磁気スイッチを
起動又は停止する。
【００１６】
　更に別の態様において、本発明は掃除用具である。該掃除用具は掃除面を有する。該掃
除面は交換可能であり、粘着剤を用いて該掃除用具内の所定の位置に保持される。前記粘
着剤は非掃除面の表面上に直接存在するか、又は前記粘着剤は両面テープの形態をとる。
【００１７】
　更に別の態様において、本発明は掃除用具である。該掃除用具は掃除材料の片面又は両
面を保護する外部カバーを有する。該外部カバーは、折り畳んで掃除面を露出させること
ができるように裏返しにできる。
【００１８】
　更に別の態様において、本発明は電子デバイスのケースである。前記ケースは磁気スイ
ッチを封入し、該磁気スイッチ上方の該ケースのエリア内に凹部エリアを含む。該凹部エ
リアは、前記スイッチを起動又は停止するために、磁石を有する掃除用具が前記スイッチ
を横切って移動するのを容易にする役割を果たす。
【００１９】
　別の態様において、本発明は、少なくとも１つの要素を備える掃除システムである。前
記少なくとも１つの要素は、帽子、ヘルメット、スエットバンド又は他のかぶり物、ジャ
ケット又はコート、シャツ又はトップス、スカート又はズボン、及び靴又はブーツからな
る群から選択される一片の衣類である。前記一片の衣類は掃除用具を受け入れるように構
成される。前記掃除用具は、少なくとも部分的に磁石を用いて所定の位置に保持される。
【００２０】
　更に別の態様において、本発明は、掃除用具と、該掃除用具を収納するように構成され
るデバイスケース上のエリアとを備える掃除システムであることができる。前記デバイス
ケースの前記エリアは前記掃除用具を収納するように構成される。前記掃除用具はゲーム
として用いることができ、前記掃除用具は該掃除用具を収納するように構成される前記デ
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バイスケースにトスされる。
【００２１】
　更に別の態様において、本発明は、掃除用具を収納するように構成されるスタイラスで
ある。
【００２２】
　別の態様において、本発明は掃除システムである。該掃除システムは少なくとも１つの
要素を有する。該少なくとも１つの要素は、ハンドバッグ、札入れ、コンピューターケー
ス、銃ケース、眼鏡用ストラップ、手袋、バックパック及びベルトからなる群から選択さ
れる装飾品である。該一片の衣類は掃除用具を受け入れるように構成される。前記掃除用
具は、少なくとも部分的に磁石を用いて所定の位置に保持される。
【００２３】
　更に別の態様において、本発明は、電子デバイス表示画面上で使用する掃除用具である
。該掃除用具は、強磁性基材又はフェリ磁性基材の少なくとも１つの表面を覆う掃除材料
を備える。該掃除用具はタブも備える。一実施形態において、前記タブは、前記電子デバ
イスを直立状態に保持するスタンドとしての役割を果たすことができるように伸長される
。
【００２４】
　別の態様において、本発明は硬質面及び掃除面を備えるとともに、該掃除デバイス内に
少なくとも１つの強磁性材料又はフェリ磁性材料を含む掃除デバイスである。前記少なく
とも１つの強磁性材料又はフェリ磁性材料は、磁石を用いて作動することができる電源ス
イッチ又はセンサーを作動させる役割を果たすことができる。
【００２５】
　本発明の別の態様は、遠隔制御部、レーザーポインター等のような付加機能部を有する
掃除デバイスである。
【００２６】
　一態様において、本発明は、表示画面と、少なくとも１つのスイッチとを有するポータ
ブル電子デバイスとともに使用される切替デバイスである。前記少なくとも１つのスイッ
チは、前記少なくとも１つのスイッチに磁界を導入することによって起動又は停止するこ
とができる。前記切替デバイスは、少なくとも１つの磁石と、前記表示画面の表面を傷つ
けない少なくとも１つの表面とを有する。
【００２７】
　別の態様において、本発明は磁石を利用することによって起動、又は停止することがで
きる電子装置用の切替デバイスである。その切替デバイスは、（ｉ）少なくとも1つの磁
石と、（ｉｉ）磁石を包囲する本体と、（ｉｉｉ）表示画面を含む、デバイスの任意の表
面に接触するように構成される少なくとも１つの表面とを有する。電子装置に接触するよ
うに構成される表面は装置の表示画面を傷つけない。
【００２８】
　別の態様において、本発明は、ポータブル電子デバイスを使用するときに電力を節約す
る方法である。前記ポータブル電子デバイスは表示画面と、少なくとも１つのスイッチと
を有する。該少なくとも１つのスイッチは、該少なくとも１つのスイッチに磁界を導入す
ることによって起動又は停止することができる。切替デバイスは、少なくとも１つの磁石
と、前記表示画面の表面を傷つけない少なくとも１つの表面とを有する。該方法は、前記
切替デバイスを用いて、前記ポータブル電子デバイスが実際に使用されていないときに該
ポータブル電子デバイスをオフにし、その後、該ポータブル電子デバイスが必要とされる
ときにオンにすることを含む。
【００２９】
　本発明の上記の特徴及び利点並びに他の特徴及び利点は、添付の図面を参照しながら本
発明の実施形態を詳細に説明することによって、より明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
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【図１Ａ】掃除用具の一実施形態の上面図である。
【図１Ｂ】掃除用具の一実施形態の側面図である。
【図２Ａ】掃除用具の第２の実施形態の上面図である。
【図２Ｂ】掃除用具の第２の実施形態の側面図である。
【図２Ｃ】図２Ｂの実施形態に類似であるが、タブを有する実施形態を示す図である。
【図３】掃除用具を収納するように構成されるコンピューターケースを示す図である。
【図４】掃除用具を収納するように構成されるフリップタイプ電話ケースを示す図である
。
【図５Ａ】掃除用具を収納するように構成される横開き（lateral）タイプ電話ケースを
示す図である。
【図５Ｂ】掃除用具を収納するように構成される横タイプ電話ケースの２つの構成要素の
相互作用を示す図である。
【図６】単一のオフセット磁石を備える掃除用具を示す図である。
【図７】複数の層を有する掃除用具示す図である。
【図８】双眼鏡とともに用いられる掃除用具を示す図である。
【図９】構造的特徴を利用して吸着（adhesion）を高める掃除用具を示す図である。
【図１０Ａ】粘着剤によって所定の位置に保持される交換可能掃除面を利用する掃除用具
を示す図である。
【図１０Ｂ】粘着剤が両面テープの形態をとる、図１０Ｂの掃除用具を示す図である。
【図１１Ａ】リバーシブルカバーを利用する掃除用具を示す図である。
【図１１Ｂ】掃除面がカバーに取り付けられていない、図１１Ａの掃除用具を示す図であ
る。
【図１１Ｃ】掃除面が着脱可能である、図１１Ａの掃除用具を示す図である。
【図１２】ブラシを含む掃除用具を示す図である。
【図１３Ａ】掃除用具が帽子のひさしに位置している、帽子を示す図である。
【図１３Ｂ】掃除用具が帽子のひさしに位置している、帽子のひさしの底面図である。
【図１３Ｃ】掃除用具が所定の位置にある、掃除用具が帽子のひさしに位置している、帽
子のひさしの底面図である。
【図１４Ａ】「クイックリリース」能力を有する掃除用具を示す図である。
【図１４Ｂ】掃除用具が取り外された状態にある、「クイックリリース」能力を有する掃
除用具を示す図である。
【図１５】掃除用具とともに使用するスタイラスを示す図である。
【図１６Ａ】掃除用具を取り付けられているハンドバッグを示す図である。
【図１６Ｂ】掃除用具を取り付けられているハンドバッグの代替の実施形態を示す図であ
る。
【図１７Ａ】タブと、磁気タブ押えとを有する掃除用具の上面図である。
【図１７Ｂ】タブと、磁気タブ押えとを有する掃除用具の側面図である。
【図１７Ｃ】タブが持ち上がった位置にある、タブと、磁気タブ押えとを有する掃除用具
の側面図である。
【図１８】タブが伸長され、電子デバイスのスタンドとしての役割を果たす、タブを有す
る掃除用具の側面図である。
【図１９Ａ】磁気起動スイッチ又はセンサーを有する電子デバイスのスイッチとすること
もできる掃除用具の上面図である。
【図１９Ｂ】磁気起動スイッチ又はセンサーを有する電子デバイスのスイッチとすること
もできる掃除用具の側面図である。
【図２０】遠隔制御部、レーザーポインター等の電動デバイスも含むことができる掃除用
具を示す図である。
【図２１】浮力もあるクリーナー及び眼鏡ホルダーの組み合わせを示す図である。
【図２２】眼鏡が沈むのを防ぐ、図２１に示されるデバイスの一例を示す写真である。
【図２３】衣類に物体を固着するのに用いることができる一実施形態の図である。
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【図２４】タブレットコンピューターと、本願の切替デバイスとの図である。
【図２５】図２４の切替デバイスの側面図である。
【図２６】アップル社のｉＰａｄ上に載せられた、本開示の切替デバイスの構成要素とし
て用いられる商標登録された人形の写真である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本発明の一実施形態は、少なくとも１つのケースを有する電子デバイスの表示画面を掃
除する方法である。この方法は、掃除用具を用いて表示画面を拭くことを含み、掃除用具
は、磁気引力を用いて少なくとも１つのケースに選択的に結合するように構成される。本
願の場合、「少なくとも１つのケース」という用語は、電子デバイスを構成する個々の電
子構成要素を保持し、かつ保護するのに製造業者によって使用される１次ケースを意味す
るが、１次ケースを保護するように機能する保護ケースも意味することができる。例えば
、スマートフォンは、硬質の外郭構造のようなケース内に配置される電子回路を通常は備
える。これは１次ケースとなる。１次ケースへの掻き傷及び汚れを防ぎ、かつ時には僅か
ながら耐衝撃性を与える働きもする、多くの場合に革、ゴム、及び／又は硬質及び軟質の
プラスチックから形成される保護ケースも利用可能である。
【００３２】
　「電子デバイス」という用語は、限定はしないが、携帯電話、スマートフォン、或る種
のカメラ、或る種の望遠鏡、タブレットコンピューター、ラップトップコンピューター、
ＤＶＤプレーヤー等を含む、表示画面を有するそのようなデバイスを意味する。他の例は
、コンピューターモニター、テレビ、研究所機器（ポータブル及び非ポータブルの両方）
等を含む。本願の方法は、表示画面を有する任意の電子デバイスとともに用いることがで
きる。
【００３３】
　「選択的に結合する」という用語は、本開示の掃除用具が電子デバイスに適用され、磁
力によって電子デバイスに吸着するプロセスを表す。本開示の一実施形態では、電子デバ
イスが偶発的に動いても掃除用具が所定の位置に留まることができるのに十分であるが、
それでも操作者が容易に取り外すことができるほどの磁力が存在する。
【００３４】
　図１Ａ及び図１Ｂを参照すると、丸い掃除用具（１００）の上面図及び側面図が示され
る。見ることができるように、掃除用具はクリーナー材料（１０１）によって覆われる。
本願の方法及び用具にとって有用なクリーナー材料は、限定はしないが、布地を含む。例
示的な布地は、マイクロファイバー布、オープンエンド織り（open-end weave）のマイク
ロファイバー布、表示画面と接触することになる外層がマイクロファイバー布である二重
層布、及びそれらの組み合わせを含む。本願の場合に、「布地」という用語は、動物の皮
のような非植物性材料、及び／又は合成材料若しくは動物性材料を用いて調製される布を
更に含むように定義される。少なくとも1つの実施形態では、布地はセーム生地（別名、
シャモア布）とすることができる。別の好ましい実施形態では、掃除材料はiKlear社から
市販されているマイクロシャモア布のような当該技術分野において一般的に知られている
材料とすることができる。過剰な摩耗又は摩損を引き起こすことなく表示画面を掃除する
のに用いることができる任意の掃除材料を、本願の方法及び用具とともに用いることがで
きる。強磁性基材又はフェリ磁性基材（１０２）も図示される。
【００３５】
　掃除用具の側面図である図２Ａ及び図２Ｂを参照すると、クリーナー材料（２０１）内
に強磁性基材又はフェリ磁性基材（２０２）が配置されているのを見ることができる。強
磁性基材又はフェリ磁性基材は、鉄又は他の従来の強磁性材料及びフェリ磁性材料から形
成することができる。基材は複合材料とすることができる。例示的な複合材料は、アルミ
ニウム、ニッケル、及び鉄を含むコバルト化合物の組み合わせを含む。そのような複合材
料は、金属を焼結することによって、又は金属成分を樹脂と混合して、射出成形すること
によって形成することができる。酸化鉄と、炭酸バリウム及び炭酸ストロンチウムのよう
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なセラミック化合物との混合物を用いて、本願にとって有用な強磁性基材又はフェリ磁性
基材として用いるセラミック磁石を形成することができる。本願の場合に、限定はしない
が、サマリウム系磁石及びネオジム系磁石のような希土類磁石が強磁性材料及びフェリ磁
性材料であり、本願にとって有用な強磁性基材又はフェリ磁性基材を調製するのに用いる
ことができる。任意の磁性材料、又は磁石に引き付けられる材料を用いて、本願にとって
有用な強磁性基材又はフェリ磁性基材を調製することができる。
【００３６】
　別の実施形態では、本発明は、電子デバイス表示画面上で使用する掃除用具である。こ
の掃除用具は、強磁性基材又はフェリ磁性基材の少なくとも１つの表面を覆う掃除材料を
含み、掃除用具は１．５ｃｍの最大厚を有する。図２Ａ及び図２Ｂを参照すると、長方形
掃除用具の上面図及び側面図が示される。この実施形態では、形状が長方形である強磁性
基材又はフェリ磁性基材（２０２）をその両面において包囲するクリーナー材料（２０１
）が示される。
【００３７】
　幾つかの実施形態では、掃除材料は基材の片面にのみ存在する。基材の他方の面には、
表示画面上で掃除用具が移動するのを容易にするか、又は厳しい環境から保護するように
選択された異なる材料が存在する。この材料は織って作ることができるか、又は掃除材料
よりも高い摩擦係数を有する材料とすることができる。この実施形態の変形形態では、掃
除用具は、掃除用具を移動させるのを容易にするためにつまむことができるタブを含むこ
とができる。更に別の変形形態では、この後者の実施形態では、タブは、掃除用具の外形
を薄型に（lower）するために倒れることができるように構成することができる。図２Ｃ
を参照すると、タブ（２０３）が持ち上げられた位置において示されることを除いて、そ
れ以外は図２Ａ及び図２Ｂと同一の掃除用具が示される。
【００３８】
　掃除用具の寸法は、その意図した用途に応じて異なる場合がある。例えば、その上で掃
除用具を利用することができる１つの種類の小型電子デバイスは携帯電話である。携帯電
話の種類は、携帯電話と、いわゆるスマートフォンのような、携帯電話機能とコンピュー
ター能力とを組み合わせたデバイスとの両方を含む。掃除用具が携帯電話とともに用いら
れるとき、掃除用具は以下のような範囲の寸法を有することができる。長さは、約２．１
ｃｍ～約０．５ｃｍに及ぶことができる。一実施形態では、長さは約１．７ｃｍとするこ
とができる。幅は１．９ｃｍ～約０．５ｃｍに及ぶことができる。一実施形態では、幅は
約１．７ｃｍとすることができる。
【００３９】
　別の種類の小型電子デバイスは、いわゆるタブレットコンピューターである。掃除用具
がタブレットコンピューターとともに用いられるとき、掃除用具は以下のような範囲の寸
法を有することができる。長さは、約７．５ｃｍ～約０．６ｃｍに及ぶことができる。一
実施形態では、長さは約２．５ｃｍとすることができる。幅は３ｃｍ～約０．５ｃｍに及
ぶことができる。一実施形態では、幅は約２．５ｃｍとすることができる。
【００４０】
　掃除用具が携帯電話又はタブレットコンピューター上で利用される本開示の一態様では
、掃除用具はできる限り薄くすることが望ましい場合がある。これは、当然、掃除用具が
掃除プロセス中に容易に操作されるほど十分に厚いことに留意することを前提とする。幾
つかの実施形態では、掃除用具は一枚の紙程度に薄くすることができるが、大抵の実施形
態では、掃除用具は約０．５ｃｍ～約１ｍｍの厚みを有する。
【００４１】
　掃除用具の全体形状は、携帯電話及びタブレットコンピューターとともに用いられると
きに、円形、長円形、長方形又は正方形とすることができる。幾つかの実施形態では、表
示画面と重なり合うのを避けるために、掃除用具は利用可能な空間にはまるように成形す
ることができる。
【００４２】
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　本開示の掃除用具は、一般的にラップトップコンピューターと呼ばれる、別の種類の小
型電子デバイスとともに用いることができる。それらの掃除用具は、テレビ、研究所機器
等とともに用いることもできる。これらのデバイスはより大型なので、実施形態によって
は、掃除用具の寸法を大きくすることが望ましい場合がある。例えば、これらのデバイス
とともに用いられる掃除用具の長さは約１０ｃｍ～約１ｃｍに及ぶことができる。その最
適な長さは約５ｃｍ～約８ｃｍに及ぶことができる。その幅は約０．５ｃｍ～約５ｃｍに
及ぶことができる。最適な幅は約０．５ｃｍ～約５ｃｍとすることができる。他の種類と
同様に、掃除用具は一枚の紙程度に薄くすることができるが、大抵の実施形態では、掃除
用具は約０．５ｃｍ～約１ｍｍの厚みを有する。
【００４３】
　より大型のデバイスの場合、形状は一般的に重要ではない。より大型のデバイスには、
掃除用具を結合することができるより大きいエリアがある場合が多い。これらの応用形態
の場合、多くの場合に掃除用具の形状を長方形にすることが望ましい。それでも、他の形
状が本願の特許請求の範囲の範囲内にある。
【００４４】
　本願発明の別の実施形態は、ケースと、表示画面と、内部電子構成要素とを備える小型
電子デバイスである。表示画面及び内部電子構成要素はケース内に実装される。この実施
形態では、表示画面はケースの少なくとも１つの構成において外部から視認可能であり、
本実施形態では、ケースは実質的に反磁性である表面を有する。ケースの表面の少なくと
も一部は掃除用具を収納するように構成される。さらに、掃除用具は、掃除用具を収納す
るように構成されたケースの表面の少なくとも一部に選択的に結合するように構成される
。掃除用具を収納するように構成されたケースの表面の少なくとも一部は強磁性若しくは
フェリ磁性であるか、又は強磁性材料若しくはフェリ磁性材料を覆う。掃除用具は、強磁
性基材又はフェリ磁性基材の少なくとも１つの表面を覆う掃除材料を含む。
【００４５】
　応用形態によっては、斜角の縁部を有するように掃除用具を形成することが望ましい場
合がある。そのような構成要素は、掃除用具を受け入れるように構成されるケースを有す
るデバイスと結合されるときに特に役に立つことができる。このとき、斜角の縁部を受け
入れて更に堅固に掃除用具を所定の位置に保持するように構成されるリッジが、ケースの
中に存在する。
【００４６】
　幾つかの電子デバイスは、いつでも視認可能である表示画面を有する。この例は、カバ
ーを有しない種の携帯電話又はタブレットコンピューターである。ラップトップのような
他のデバイスは、カバーが持ち上げられたときだけ見ることができる表示画面を有する。
【００４７】
　ケースが掃除用具を収納するように構成されている本開示の実施形態では、幾つかの方
法でケースをそのように構成することができる。一実施形態では、そのようなケースは、
掃除用具が収納されるケースの表面上に強磁性材料又はフェリ磁性材料を配置することに
よって構成される。別の実施形態では、ケースは、掃除用具が収納される所定の位置にお
いて、ケース自体が強磁性材料又はフェリ磁性材料から構成されるように調製される。更
に別の実施形態では、ケースは、掃除用具が収納される場所の下に強磁性材料又はフェリ
磁性材料を配置することによって調製される。さらに、ケースは、掃除用具が溝、スロッ
ト又は他の凹んだ幾何学的形状の中に収納されるように作製し、掃除用具の外形を薄型に
して、カバーを閉じるのを容易にするか、又は掃除用具を引っかけるのを防ぐことができ
る。掃除用具の外形を薄型にする別の理由は、デバイスの美感を高めることである場合が
ある。
【００４８】
　図３を参照すると、ラップトップコンピューター（３００）の基部が示される。キーボ
ード（３０１）の右上に、３つの全方向において掃除用具（３０３）の寸法よりもわずか
に大きい寸法を有する長方形凹部（３０２）がある。本開示の一実施形態では、掃除用具
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は、永久磁石である強磁性基材又はフェリ磁性基材を有する。そのケースは、本発明の根
底において、強磁性材料を用いて調製される。
【００４９】
　本開示の方法を利用する際に、掃除用具は、本発明の範囲内で配置することによって、
ラップトップコンピューターの基部に結合される。ラップトップコンピューターが動かさ
れても、永久磁石と強磁性材料との間の磁気引力が掃除用具を所定の位置に保持する。掃
除用具は、磁力に打ち勝つほど持ち上げることによって、ラップトップコンピューター基
部から切り離される。その後、掃除用具は、表示画面（図示せず）上に配置され、その後
、１つ又は複数の指を使って表示画面にわたって移動される。表示画面が掃除された後に
、掃除用具はコンピューター基部に再び結合することができる。
【００５０】
　同様に、本開示の方法及び用具は第２のケースに適用することもできる。この実施形態
では、小型電子デバイスの１次ケースを保護するように構成されるケースを、掃除用具を
収納にするように同様に構成することができる。サードパーティ供給業者によって製造さ
れる場合もあるそのようなケースは、一般的に、１次ケースの仕上がりを保護し、及び／
又は小型電子デバイスの電子構成要素に対して更なる衝撃保護を与える働きをする。
【００５１】
　本開示の方法を実施する際に、用いられる磁力源に関して３つの基本的な実施形態があ
る。一実施形態では、掃除用具は磁石を含むことができ、ケースは非磁化強磁性材料又は
フェリ磁性材料を含むことができる。第２の実施形態では、掃除デバイスは、非磁化強磁
性材料又はフェリ磁性材料のみを有することができ、磁石がケース内、又はケース上に存
在することができる。第３の実施形態では、掃除用具及びケースの両方が磁石を含むこと
ができる。
【００５２】
　磁石又は強磁性材料若しくはフェリ磁性材料がケースに適用されるとき、一実施形態で
は、それは粘着剤を用いて接着させることができる。１つのそのような実施形態では、粘
着源として両面ガファーテープを使用することを含む。本願の方法とともに任意の粘着剤
を用いることができる。
【００５３】
　一実施形態では、本願の掃除用具は、広告源として用いることができる。例えば、本願
の一実施形態では、掃除用具は、その上にロゴ、商標、標語等を刻印することができる。
別の実施形態では、ロゴ又は装飾面と、オプションで、第２の接着面とを有する予め印刷
された基材を用いることができる。基材が接着剤を含む、これらの実施形態のうちの幾つ
かでは、接着剤は、磁石を掃除用具に固定するのに用いることができる。別の実施形態で
は、接着剤を有する基材は、広告及び／又は装飾がない場合もある。
【００５４】
　本願において、「反磁性」という用語は、強磁性又はフェリ磁性でない材料を記述する
のに用いられる。実用的な観点から、常磁性である材料は、利用されても、磁石に対する
引力が実効的でないほど弱く、それゆえ、反磁性であるかのように取り扱われることにな
る。
【００５５】
　一般的に言うと、掃除用具は一体構成であることを意図するが、実施形態によっては、
掃除材料は取り外し、新たな掃除材料と交換することができる。また、ユーザーが掃除用
具に対する横方向への力を利用して、掃除用具を表示画面の表面にわたってより容易に摺
動できるように、掃除用具は、中心が薄くなるように構成することができる。幾つかの実
施形態では、掃除用具は、掃除用具の中央において、及び縁部付近において、より薄くな
るような外形を有することができる。
【００５６】
　本発明の他の実施形態は、図４において示されるような実施形態を含む。この実施形態
では、フリップケース及びスマートフォンが示される。フリップケース４００は、カバー
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４０１と、ヒンジ４０３と、スマートフォン４０５を保持する基部４０４とを含む。掃除
デバイス４０２は、磁石（図示せず）によって所定の位置に保持される。一実施形態では
、磁石はカバーに内蔵される。別の実施形態では、磁石は接着剤を用いてカバーに取り付
けられる。更に別の実施形態では、カバーは磁石ではなく、強磁性材料又はフェリ磁性材
料を含む。
【００５７】
　掃除用具の多くは単一の磁石又は強磁性基材若しくはフェリ磁性基材を有するが、これ
は、本願の制限ではない。実施形態によっては、掃除用具内に複数の磁石を有することが
望ましい場合もある。例えば、図５において、ケースを閉じておくように２つの磁石を有
するケース５００が示される。このケースは、スマートフォンを保持する役割を果たす本
体５０４と、上部５０１、側部５０２及びヒンジ５０７を有する蓋とからなる。また、図
示されるのは、蓋の側部の内側に吸着する掃除用具５０３である。５０２ａにおいて横方
向から見た側部が再び示されており、磁石５０６も見ることができる。また、横方向から
見た掃除用具５０３ａも示されており、再び２つの磁石５０６も示される。幾つかの実施
形態では、ケースの２つの磁石は掃除用具の２つの磁石と並び、それにより、ケースによ
り堅固に取り付けはめることができるようにする。
【００５８】
　図５に示される実施形態では、磁石は中心からオフセットされていることに留意された
い。磁石は、必要に応じて掃除用具内のいずれかの場所に配置し、掃除用具をデバイスと
ともに使用するのを容易にすることができる。例えば、図６では、磁石６０１が掃除用具
の縁部付近にオフセットされている掃除用具６０２が示される。本願の方法の一例では、
掃除用具は、ラップトップコンピューターのような閉じるケースを有するデバイスの上部
に吸着され、ケースが閉じられるときに、掃除用具の本体は下方に回転する。ラップトッ
プが使用の際に開けられるとき、本体は上方に、画面から離れるように回転することがで
きる。
【００５９】
　幾つかの実施形態では、本願の掃除用具は複数の層から構成することができる。例えば
、図７に示される１つのそのような実施形態では、３層掃除用具を見ることができる。そ
こでは、オフセット磁石７０２を有し、上記で記述されたような掃除用具が示される。そ
れは２つの付加層（７０１及び７０３）に挟持され、付加層は、その有効寿命を短くする
恐れがある周囲条件から掃除層を保護する働きをする。１つのそのような環境は、のこぎ
り又は刃物を利用して、くずが出る物体を切断する製造設備内のような、ほこりっぽい環
境とすることができる。代替の実施形態では、汚れた、又は擦り切れた掃除用具を廃棄す
ることができるように、複数の掃除用具が存在する場合がある。
【００６０】
　代替の実施形態では、掃除用具の複数の層は縫い合わせることができるか、又は別の方
法で接合することができ、少なくとも１つの外層が磁石又は強磁性基材若しくはフェリ磁
性基材を有することに留意されたい。
【００６１】
　本願の掃除用具は、小さな表示画面、窓又はレンズを有する機械的及び／又は非電気的
デバイスとともに用いることもできる。例えば、一実施形態では、掃除用具は、化学製造
設備内のサイトガラスとともに用いることができる。別の実施形態では、掃除用具をポン
プとともに用いて、供給ライン又は流体ライン内の材料の目視検査に用いられる窓を掃除
するのを容易にすることができる。その掃除用具は、レンズを有するデバイスにとって特
に有用である。
【００６２】
　レンズを有するデバイスは、限定はしないが、望遠鏡、双眼鏡、眼鏡及びウェポンスコ
ープを含む。図８を参照すると、接眼部８０１と、本体８０３と、対物レンズ８０４とを
有する双眼鏡が示される。一実施形態では、レンズ用掃除用具は、双眼鏡の本体上に直接
、磁石を用いて所定の位置に固定することができる。しかしながら、好ましい実施形態で
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は、掃除用具（８０４又は８０６）は、レンズキャップ又は接眼部キャップ（８０５又は
８０７）の内側に固定される。そのような実施形態では、異なるサイズの掃除用具を利用
することができ、レンズキャップ下に配置することによって、掃除用具は使用中を除いて
環境から保護され、それにより、その使用寿命が延びる。
【００６３】
　１つの好ましい実施形態では、レンズキャップは、接着剤を用いてレンズキャップの外
側に磁石を配置することによって、本開示の掃除用具とともに機能するように調製するこ
とができるか、又は改良することもできる。特に有用な実施形態では、磁石は、レンズキ
ャップを、レンズを保護するのにレンズキャップが用いられるデバイスのような別の物体
に取り付けるのに有用な要素内で終端するつなぎ綱の基部としての役割を果たす。
【００６４】
　代替の実施形態では、掃除用具は、レンズを有する物体のケースに接着するように構成
することができる。
【００６５】
　接着剤は上記で既に論じられたように粘着剤とすることができるが、永久接着剤とする
こともできる。そのような永久接着剤は、アクリルエマルジョン系接着剤、ゴム系接着剤
、又は耐久結合品質を示す任意の他の適切な材料から選択することができる。
【００６６】
　関連する実施形態では、本発明の掃除用具は、例えば、キーチェーンに接続するのに適
した形において終端する第１の端部と、本明細書において上記で説明されたような掃除用
具を固定するように構成される磁石において終端する第２の端部とを有するつなぎ綱を利
用することによって、限定はしないが、１組の鍵、ジャケット、他の衣料品、宝飾品、ベ
ルト、又は身に付けられるか若しくはポケットに入れられる他の物品のような持ち運べる
物体に固定することができる。この実施形態に対する２つの用途は、眼鏡を掃除すること
、及びゴーグル又は他の保護用アイウェアの掃除であろう。
【００６７】
　代替の実施形態では、つなぎ綱上にあった磁石は、掃除用具を持ち運べる物体に取り付
けるのに適したクリップ又は他のデバイスを取り付けることができる。
【００６８】
　更に別の代替の実施形態では、掃除用具を持ち運べる物体に直接固定することができる
ように、持ち運べる物体は磁石を含むように変更することができる。
【００６９】
　更に別の関連する実施形態では、本願の掃除用具は、札入れ、小銭入れ、ハンドバッグ
などの個人の装飾品に吸着されることができる。
【００７０】
　掃除用具は、掃除用具がケースに吸着される際の安全性を高めるために寸法安定性を利
用するように構成されるケースを有するデバイスとともに利用できるように、磁石におい
て一定の形状、又は少なくとも弾性の形状を有するだけの十分な構造的完全性を有するよ
うに構成することができる。図９は、掃除用具９０３の凹部９０４内にはまるように構成
される凸部９０２を有する、そのようなデバイスケースを示す。磁石（図示せず）は、掃
除用具の凹部及びケースの凸部内に存在する。接合されるとき、凸部及び凹部がはまるこ
とによって、磁気接着の安全性レベルが更に高まる。
【００７１】
　本開示の別の実施形態は、磁石又は強磁性材料若しくはフェリ磁性材料を、本明細書に
おいて上記で規定されたような掃除材料を受け入れるように構成される硬質又は半硬質の
構成物の中に組み込むことを含む。この実施形態の幾つかの応用形態では、硬質又は半硬
質の構成物を用いて、掃除プロセス中に掃除材料を移動させるのを容易にすることができ
る。
【００７２】
　掃除機能に加えて、本願の掃除用具は、磁気スイッチを有するデバイス上のそのような
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磁気スイッチを起動することができる機能を有する。これは、そのようなデバイスのカバ
ーを閉じる（そのようなスイッチを起動の通常のモード）必要がないので、電池寿命を節
約する際に特に有用である。この掃除用具は、タブレットのタッチパッドを用いて同じこ
とをするのに何度かタッチする必要があるのに比べて、掃除用具に一度だけタッチすると
ハイバネーションモードに入ることができるので、磁気スイッチを有するタブレットデバ
イスの使用時に特に有用である。
【００７３】
　本願の掃除用具がアップル（登録商標）スマートカバーを用いるタブレット上で利用さ
れる一実施形態では、掃除用具をスマートカバーの外側で利用して、カバーをより容易に
操作する取っ手としての役割を果たすことができる。スマートカバーの底部にある磁石に
よって、掃除用具を非常に効率的に利用できるようになる。
【００７４】
　本願の掃除用具の別の実施形態は、掃除用具が、交換可能であり、かつ粘着剤を用いて
掃除用具内の所定の位置に保持される掃除面を有する実施形態であり、粘着剤は、非掃除
面の表面上に直接存在するか、又は粘着剤は両面テープの形態をとる。図１０Ａを参照す
ると、本明細書において論じられる他の掃除用具のいずれかに対する改善を例示しており
、掃除面１００１が粘着剤１００３を用いて非掃除面１００２上の所定の位置に保持され
る。図１０Ｂにおいて、代替の実施形態が示されており、粘着剤が両面テープ１００４の
形態をとる。
【００７５】
　更に別の実施形態では、掃除用具は、掃除材料の片面又は両面を保護する外部カバーを
有する掃除用具であり、外部カバーは折り重ねて掃除面を露出させることができるように
裏返しにできる。図１１Ａを参照すると、２つの掃除面１１０２の片面が外部カバー１１
０１によって保護される構成が示されている。外部カバー１１０１はヒンジ１１０３を含
み、ヒンジは、布製のヒンジ又は機械的なヒンジとすることができるか、又は掃除用具の
掃除機能を妨げない、当業者に既知の任意の他のタイプのヒンジとすることができる。一
実施形態では、図１１Ａの構成は、裏返しにされないときに、眼鏡のようなレンズの両面
を掃除するのに特に有用である。幾つかの実施形態では、掃除面は、掃除面の片面が油性
物質を除去するのより有用であり、一方、他の面がレンズ又は表示画面の表面から水性物
質を除去するのにより有用であるように特殊化することができる。
【００７６】
　掃除用具は、幾つかの実施形態において、掃除用具を収納するように構成される眼鏡ケ
ース内に格納することができる。幾つかの実施形態では、このケースは磁石を含むことが
でき、他の実施形態では、このケースは強磁性基材又はフェリ磁性基材を用いて調製する
ことができる。
【００７７】
　図１１Ｂを参照すると、この実施形態では、同じ一枚の掃除材料１１０２が示されてお
り、掃除材料は掃除用具１１０３のヒンジエリアから垂れ下がっている。これらの実施形
態のいずれにおいても、外部構成要素は、完全に開いて折り返すことができ、掃除面の支
持体としての役割を果たすことができる。
【００７８】
　図１１Ｃを参照すると、更に別の有用な構成が示されており、掃除材料１１０２が着脱
可能であるように示される。幾つかの実施形態では、掃除材料は、磁石又は強磁性基材若
しくはフェリ磁性基材を用いて所定の位置に保持される。掃除材料及びカバーの両方に磁
石が存在する場合には、幾つかの実施形態において、磁石のうちの少なくとも１つはスイ
ベル上にあり、カバー内の掃除材料の交換を更に容易にする。
【００７９】
　別の実施形態では、掃除材料は、望遠鏡及び双眼鏡のような光学デバイスとともに機能
するように構成され、掃除用具は少なくとも１つの掃除面及びブラシを含む。そのような
掃除用具が図１２に示される。掃除用具１２０１の本体は、掃除面である少なくとも１つ
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の表面を有し、幾つかの実施形態では、本体全体が掃除面である。また、本体は、ブラシ
１２０２の支持体としての役割も果たす。ブラシのブリストルはレンズ又は表示画面から
砂、ほこり又は他の物質を除去するのに利用することができる。その除去後に、掃除面を
用いて、レンズ又は表示画面を更に掃除することができる。１つの特に望ましい実施形態
では、掃除用具はレンズキャップ内にはまるようなサイズにされ、磁石（図示せず）を利
用してレンズキャップ内の所定の位置に保持することができる。更に別の実施形態では、
掃除用具は、片面だけが掃除用であり、他の面は、構成要素の保持を容易にするタブ又は
他の構成物を有する。そして、更に別の実施形態では、掃除面は存在せず、この構成はブ
ラシとしての役割のみを果たす。
【００８０】
　別の実施形態では、掃除システムが、一片の衣類である少なくとも１つの要素を有する
。その一片の衣類は、帽子、ヘルメット、スエットバンド又は他のかぶり物、ジャケット
又はコート、シャツ又はトップス、スカート又はズボン、及び靴又はブーツからなる群か
ら選択することができ、その一片の衣類は掃除用具を受け入れるように構成され、掃除用
具は、磁石を用いて、少なくとも部分的に所定の位置に保持される。衣類を調製する当業
者に既知の任意の方法を用いて、磁石を組み込むことができる。図１３Ａを参照すると、
ひさし１３０１を有する帽子１３００が示される。この実施形態では、図１３Ｂにおいて
、磁石１３０３は、帽子のひさしの上に、又はその中に位置する。図１３Ｃはひさし上の
所定の位置にある掃除用具１３０４を示す。
【００８１】
　本願の掃除用具は、任意のタイプの衣類内に配置することができる。例えば、掃除デバ
イスは、ブーツの上から４分の１に位置する磁石を有するブーツとともに利用することが
できる。別の例では、磁石は、昔のポケット内の懐中時計用ポケットと同じようにズボン
のポケットの中に組み込むことができる。本願の掃除用具を一片の衣類の中に固定するの
に磁石を利用することは、本発明の範囲内にある。
【００８２】
　図１４を参照すると、クイックリリース掃除用具である本開示の一実施形態が示される
。この実施形態では、図１４Ａにおいて、可撓性カバー１４００と、可撓性カバー内の掃
除材料１４０２とを含む掃除用具が曲げられるか、又は折り畳まれ、使用されていないと
きに、両端にある２つの磁石１４０１が掃除用具を折り畳まれたままにしておく役割を果
たすことができる。掃除用具の中央にある第３の磁石が、参照符号１４０３を有する保持
部材の本体に掃除用具を固定する役割を果たす。保持部材は、少なくとも幾つかの実施形
態において、同じ可撓性カバー材料から構成され、通常は掃除材料を含まない。保持部材
も、その両端に磁石１４０１を有する。図１４Ｂは、基材１４０４上に係合するこの掃除
用具を示しており、基材は多くの場合にキーホルダー、カラビナ、又はジャケット若しく
は他の衣類上のリングである。
【００８３】
　掃除用具と係合するとき、保持構成要素は基材に巻き付き、保持構成要素の端部にある
磁石が掃除用具の中央にある磁石を利用して掃除用具を所定の位置に保持する。磁石の引
力に打ち勝つだけの十分な力で掃除用具を引っ張ることによって、掃除用具を迅速に取り
外すことができる。掃除用具が保持構成要素から離れると、保持構成要素の磁石は互いに
引き寄せられ、それにより、保持構成要素を基材に巻き付けられたままにする。
【００８４】
　図１５を参照すると、本開示の掃除用具（図示せず）を受け入れるように構成されるス
タイラス１５００が示される。この図において、スタイラスは、スタイラスの外側全体が
磁石であるか、又は磁石に引き寄せられる基材であるように調製することができる。代替
の実施形態では、スタイラスは、掃除用具を受け入れ、保持する基材としての役割を果た
すことができるクリップ１５０１又は他の装飾部材を含む。スタイラスは筆記用具とする
こともできることに留意されたい。
【００８５】
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　本発明の他の態様は、装飾品である少なくとも１つの要素を有する掃除システムである
。その装飾品は、ハンドバッグ、札入れ、コンピューターケース、銃ケース、眼鏡用スト
ラップ、手袋、バックパック及びベルトからなる群から選択することができ、装飾品は掃
除用具を受け入れるように構成され、掃除用具は、少なくとも部分的に磁石を用いて所定
の位置に保持される。図１６Ａには、ハンドバッグ１６００が示されており、そのハンド
バッグに本願の掃除用具１６０１が取り付けられている。ハンドバッグの取っ手１６０２
に取り付けられた掃除用具が示される。掃除用具は、この図において、取っ手から簡単な
ループ１６０３を介して取り付けられるように示されるが、当業者に既知の任意の手段を
用いて、又は本明細書において既に開示されている別の方法で取り付けることができる。
例えば、掃除用具はジッパーのプルタブに取り付けることができる。掃除用具は装飾リン
グに取り付けることもできる。バックパックでは、ショルダーストラップに取り付けるの
も可能であるリングに取り付けることができる。
【００８６】
　また、図１６Ａに示されるのは広告用のロゴを使用することであり、ロゴは掃除用具上
ではっきりと見ることができる。
【００８７】
　図１６Ｂには、ハンドバッグの代替の実施形態が示されており、掃除用具はフラップ１
６０４を有するハンドバッグに取り付けられる。この実施形態では、掃除用具は、切り取
られた図で示されており、フラップとハンドバッグの面との間に存在することによって環
境による損傷から保護される。一実施形態では、ハンドバッグは磁石を含み、その磁石は
掃除用具の磁石と結合して、掃除用具を所定の位置に保持する。
【００８８】
　掃除用具は、付加機能部を追加することによって向上させることができる。例えば、図
２Ｃに示されるタブを有する掃除用具は、磁気押えを利用することによって更に向上させ
ることができる。図１７Ａを参照すると、タブ１７０１を有する掃除用具１７００が示さ
れており、タブは閉じた位置にある。図１７Ｂは、同じ掃除用具の側面図である。この図
には、磁石１７０２及び掃除材料１７０３も示される。この図において、タブが中央にヒ
ンジ１７０４を有することを見ることができる。図１７Ｃにおいて、タブが持ち上げられ
た位置にある掃除用具が示されており、タブに持ち上げられた部分の中に磁石１７０５も
示される。タブが閉じられるとき、磁石がタブを押し下げる役割を果たし、タブが壊れさ
れるのを防ぐことができるか、又はタブが別の物体によって引っかけられ、結果として掃
除用具がその基材から意図することなく取り外れるのを防ぐことができる。
【００８９】
　タブを特徴とする別の実施形態において、図１８は、伸長されたタブ１８０３を備える
掃除用具１８０２を有する電子デバイス１８０１を示す。タブは、スタンドとしての役割
を果たすように位置決めできるように、ヒンジによって動かされる（図示せず）。図１８
は、「ポートレート」構成を示すが、別の実施形態では、スタンドを用いて、デバイスを
「ランドスケープ」構成に保持することができる。
【００９０】
　本願による有用な任意の掃除用具を、特定の掃除作業により適するように掃除材料に適
用することができる添加剤を用いて調製することができる。例えば、幾つかの実施形態で
は、掃除材料は、レンズから油性の汚れを除去するのに、より都合良くするように処理す
ることができ、一方、他の実施形態では、親水性の汚泥又は汚れを除去するのに、より都
合良くするように掃除材料を変更することができる。更に別の実施形態では、掃除用具内
の掃除材料（複数の場合もある）は、掃除用具の別の部分が親水性の汚泥又は汚れに対し
て有用であるようにしながら、構成要素の一部が油性の汚れに対して有用であるように選
択することができる。掃除用具が２つ以上の掃除面を有する実施形態では、それらの掃除
面が両方のタイプの汚れ／汚泥を掃除するのに有用であるように、掃除材料及び／又は添
加剤を選択することができる。
【００９１】
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　本願の掃除用具の幾つかの実施形態では、磁石又は強磁性基材若しくはフェリ磁性基材
の使用は、磁気の向きを利用してケース又は他の基材に対して掃除用具を取り出すか、又
は交換するのを容易にするように行われる。例えば、可能であるとき、磁石が強磁性基材
又はフェリ磁性基材を用いて固着される接触／接着箇所において１つの磁石のみを利用す
ることが望ましい。これは、掃除用具を戻すときの磁気の向きの問題を完全に回避する。
【００９２】
　２つの磁石の強度が必要である場合には、上記のようなスイベルを使用することが望ま
しい場合がある。磁気の向きに伴って生じる問題を緩和する他の手段は、限定はしないが
、デバイス上に注意書きを印刷すること（「天地無用」等）、又は掃除用具のどの面が、
その掃除用具が適用されるケース上、又はケース内に固定される磁石に対して引力を有す
るかが明らかなように、掃除用具の形状を構成することを含む。
【００９３】
　本願の任意の掃除用具は、掃除デバイスを強化する役割を果たす付加層を用いて調製す
ることができる。表示画面又はレンズである、掃除される物体が大きくなるほど、掃除デ
バイスを強化することが望ましい場合がある。補強層として有用な材料は、限定はしない
が、プラスチック、金属、木及び重布を含む。
【００９４】
　本開示の掃除用具は、特に強い磁石を用いて調製されるとき、ゲーム用具としての２つ
の目的を有することができる。例えば、スマートフォンが、掃除用具を収納するように構
成される凹部エリアを有するケース内にある実施形態では、凹部エリア及び掃除用具を、
ボール又は他のゲーム用物体に類似しているように形状付けすることができる。掃除用具
が正確にトスされる場合には、凹部エリアに取り付けられることになり、そのようなトス
はゴール又はスコアとすることができる。任意のそのようなゲームが本発明の範囲内にあ
る。
【００９５】
　掃除用具を幼いユーザーにとってより望ましくするために、それらの掃除用具は人形又
は玩具に変更することができるか、又は組み込むことができ、その人形又は玩具は、電子
デバイスに取り付けられるか、又は電子デバイス上に載せられ、磁石を用いてその上に固
定されるように構成されることに留意されたい。商標及び／又は著作権で保護された玩具
及び人形が（適切な使用許諾を受けて）使用される場合があるが、少なくとも場合によっ
ては、幼いユーザーによるデバイスの維持管理を促す役割を果たすことになる場合に特に
、商標のない玩具及び人形であっても使用することができる。例えば、ＴＹ（商標）から
のミニビーニーベイビーズ（商標）を長方形の掃除用具上に座るように構成することがで
き、その場合に、掃除用具は「敷物」に類似している。別の実施形態では、電子デバイス
用のカバー及びケースが、かご又は家に類似しているように構成される場合があり、適切
に選択されたフィギュアが、少なくとも１つの表面及び少なくとも１つの磁石上に掃除材
料とともに設けられる。フィギュア／掃除用具は、かご／家を使用しているように見える
ように、カバー又はケースに接着することができる。一例は、犬小屋のデザイン又は形状
を有するケース又はカバー上でスヌーピー（商標）の形状の掃除用具を使用することであ
ろう。別の実施形態では、アングリーバード（商標）フィギュアを、ケース又はカバーの
上に座る（別の言い方では、止まる）ように構成することができ、掃除用具内に収納され
る磁石によって落下しないように固定することができる。
【００９６】
　本願の掃除用具を利用する更に別の例では、掃除用具は、電子デバイスとともに用いら
れるインタラクティブ玩具の接触面上で用いることができる。この実施形態の利点は、娯
楽を提供しながら、玩具が同時に表示画面／モニターを掃除することである。更に別の実
施形態では、そのようなデバイスは、娯楽ではなく、治療に利用することができるか、又
は両方に用いることができる。
【００９７】
　本願のクリーナーは、幾つかの実施形態において、木、又はプラスチック、更には金属
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から調製することができる。図１９Ａ、図１９Ｂを参照すると、電子デバイスのスイッチ
及びクリーナーの組み合わせが示される。そのスイッチ／クリーナーは、例えば、アクリ
ルプラスチックを用いて形成することができる。この実施形態において、図１９Ａでは、
上方からのスイッチが示されており、外郭構造が１９０１であり、この外郭構造内に３つ
の磁石が封入され、これらの３つの磁石は参照符号１９０２を有する。図１９Ｂは、掃除
材料１９０３も示す側面図である。
【００９８】
　図１９に示されるようなクリーナーは、磁石を用いて作動することができる電源スイッ
チ又はセンサーを有するデバイスとともに利用することができる。幾つかの実施形態では
、これらのクリーナーの磁石は、センサー又はスイッチを作動させること、及び使用中で
ないときにクリーナーを所定の位置に保持することの両方からなる２つの機能を果たすこ
とができる。デバイスが変わると、磁石の数及び場所を新たなデバイスに合うように変更
することができる。
【００９９】
　図面に示される形状に加えて、クリーナー／スイッチは、凹部（図示せず）を組み込む
ことによって使用するのを容易にするように更に変更することができる。代替の実施形態
では、スイッチはノブ若しくは「バンプ」、又はクリーナー／スイッチを動かすのに用い
られる指、すなわち２本の指、１本又は２本の指及び親指によって「つまみ」やすくする
表面特徴部を有することもできる。幾つかの実施形態では、その表面上で粘着剤を更に利
用することができる。
【０１００】
　本願の別の実施形態は、遠隔制御部、レーザーポインター等の付加機能部を有する掃除
デバイスである。図２０を参照すると、レーザーポインター及び遠隔制御部の両方を含む
デバイス２０００が示される。このデバイスは、ケース２００１と、バッテリー２００２
と、遠隔送信機及び／又は受信機２００４と、レーザー２００７とを含む。遠隔オーバー
回路（remote over circuit）２００３及びレーザーオーバー回路（laser over circuit
）２００８に電力が供給される。遠隔デバイスは２００５に示されるボタンを用いて制御
される。２００６においてレーザーのオフ／オンスイッチが設けられ、そのスイッチはレ
ーザーの上部にあるスイッチ（図示せず）を作動させる。このデバイスは、掃除能力を有
しても、有しなくてもよいが、既に開示されたような１つ又は複数の希土類磁石を含むで
あろう。理想的には、そのデバイスは、付加機能部が相補的である用具とともに配置する
ことができる。例えば、レーザーポインターと、ラップトップコンピューターに信号を送
信する遠隔操作機能とを用いて、会議プレゼンテーション及び講演中に視覚的援助を提供
するのを支援することができる。
【０１０１】
　この実施形態に伴って含むことができる能力は、限定はしないが、レーザーポインター
のようなポインティングデバイス、プレゼンテーションを管理するようにマウス入力を送
信することができる送信機のような遠隔操作機能、ＷｉＦｉホットスポット等を含む。遠
隔操作機能は、音量制御、オフ／オン切替、休止／再生、及び次／前スライド機能にとっ
て特に役に立つことができる。
【０１０２】
　そのようなデバイスに組み込むことができる更に他の機能は、限定はしないが、フラッ
シュドライブ又は他の固体記録デバイス、イヤープラグ、ブルートゥースイヤープラグ、
クレジットカードリーダー、マイクロフォン等を含むことができる。
【０１０３】
　幾つかの実施形態では、本願のデバイスは、磁力及び摩擦力の両方を用いて所定の位置
に保持することができる。この場合、「摩擦力」という用語は、掃除デバイス上に、ケー
ス上のスロットにはまるリッジを含むことによって得られるような力を含む。例えば、ス
マートフォンケースが本願の掃除デバイスを収納するように構成されるスロットを有し、
掃除デバイスは、そのスロットにはまるリッジを有する。動作中に磁力及び摩擦力の両方
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を有することによって、そのような掃除デバイスは、両方の力がなければ、掃除デバイス
がスマートフォンケースから切り離される可能性がある場所において利用することができ
る。
【０１０４】
　掃除材料が交換可能である実施形態も本願の範囲内にある。これらの実施形態では、掃
除材料は接着剤によって所定の位置に保持されるようにすることができるか、又は掃除材
料は硬質であり、それを収納するように構成されるスロット内にはまることができる。こ
れは、上記で開示された実施形態のいずれにも当てはまる。
【０１０５】
　本願の掃除デバイスは、発泡材料又はそれ以外の浮力のある材料を用いて調製すること
ができる。例えば、１つの応用形態では、水の中に落とされた場合でも眼鏡が沈むのを防
ぐように、眼鏡ホルダーを構成することができる。例えば、図２１には、掃除デバイス２
１００が示されており、外部カバー２１０１と、内部にある２つの掃除面２１０４とを有
する。外部カバー内には２つの発泡挿入体２１０３と、掃除デバイスが使用されていない
ときにカバーを留め合わせる役割を果たす２つの磁石２１０２とが存在する。図２２は、
使用中のそのようなデバイスを示す写真である。その掃除デバイスは眼鏡が沈むのを防ぐ
ことに留意されたい。
【０１０６】
　砂時計のような形状である本開示の実施形態を、非常に強い磁石を用いて調製すること
ができる。図２３を参照すると、これらの実施形態は、レンズを掃除するのに役に立つこ
とを加えて、眼鏡、ゴルフティー、フライフィッシング用のフライ及び他の釣り針等のよ
うな物品を衣類及び帽子に固定するのに利用することもできる。デバイス２３００は、デ
バイスを開き、その後、シャツの袖又はポケットのような基材の両側に磁石２３０２を配
置することによって利用される。クリーナーの本体は可撓性であり、磁石はシャツ又は帽
子の薄い生地しか隔てていないので、「カチッと（snaps：スナップして）」閉じる。磁
石をくっつける前にペン、眼鏡等を挿入することによって、その物品を所定の位置に保持
することができる。１つの特に有用な実施形態では、２つのそのようなデバイスを眼鏡の
レンズに適用することができ、それにより、レンズを掻き傷及び環境の他の危険から保護
することができる。
【０１０７】
　別の実施形態では、本願のクリーナーを、接着剤、クランプ、弾性スナップ式設計等を
用いて非磁性面に適用することができる。
【０１０８】
　前述の実施形態は浮力のあるクリーナーを調製する方法の一例にすぎない。そのような
用具を形成する際に、任意の浮力材を利用することができる。例えば、掃除材料自体を、
浮力のあるコアの周囲にカプセル化することができる。
【０１０９】
　本願の例示されるデバイスの多くの特徴は他の実施形態においても利用することができ
る。例えば、浮力材の使用は、図１３及び図１４において示されるような掃除デバイスと
ともに利用することもできる。また、十分な内部容積を有する本願の実施形態のいずれか
は、スプレーとして、又は当業者にとって既知の任意の他の方法によって分注することが
できる洗浄液用容器を含むことができる。
【０１１０】
　本発明の一実施形態は、表示画面と、磁界を印加することによって起動又は停止するこ
とができる、ポータブルデバイスをオフ及びオンにするためのスイッチと、少なくとも１
つのケースとを有するポータブル電子デバイスにおいて使用する切替デバイスである。「
ポータブル電子デバイス」という用語は、限定はしないが、タブレットコンピューター、
ラップトップコンピューター、ポータブルＤＶＤプレーヤー等を含む、表示画面を有する
そのようなデバイスを意味する。
【０１１１】
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　本願の切替デバイスは、ポータブル電子デバイスの１つ又は複数のケースと選択的に結
合する。「選択的に結合する」という用語は、本開示の切替デバイスがポータブル電子デ
バイスに適用され、磁力に起因してそのデバイスに吸着するプロセスを示す。本開示の一
実施形態では、ポータブル電子デバイスが偶発的に動いても切替デバイスが所定の位置に
留まることができるのに十分であるが、それでも作業者によって容易に取り外すことがで
きるほどの磁力が存在する。
【０１１２】
　図２４を参照すると、ポータブル電子デバイス、この場合には、タブレットコンピュー
ター２４００の正面図が示される。見ることができるように、切替デバイス２４０１が表
示画面２４０３の外側のポータブル電子デバイス２４０２の正面に選択的に結合される。
磁気スイッチは通常、ポータブル電子デバイスとともに配置されるが、ここでは例示のた
めに示される（２４０４）。
【０１１３】
　本願の方法を利用する際に、切替構成要素が取り上げられる場合があるが、磁気スイッ
チのモデル及び機能に応じて、切替デバイスは磁気スイッチに直接適用されるか、又はス
イッチのいずれかの側に適用され、その後、スイッチを横切って摺動して、ポータブル電
子デバイスを起動又は停止する。
【０１１４】
　図２５を参照すると、図２５の切替デバイス２４０１の側面図を見ることができる。切
替デバイスの本体は底面２５０１及び上面２５０２を有する。この特定の実施形態は、上
面上に、その操作を容易にするタブ２５０３を有する。切替デバイス内に配置されるのは
、強磁性基材又はフェリ磁性基材２５０４である。この実施形態では、切替デバイスの底
部はポータブル電子デバイスと接触しており、ポータブル電子デバイス全体、特に表示画
面を傷つけない材料から構成される。この制約を除いて、切替デバイスは、そのような用
途に対して当業者に有用であることが知られている任意の材料を用いて調製することがで
きる。
【０１１５】
　幾つかの実施形態では、切替デバイスは、切替デバイスを動かすのを容易にするように
つまむことができるタブを含むことができる。更に別の変形形態では、この後者の実施形
態において、タブは切替デバイスの外形を薄型にするために倒すことができるように構成
することができる。
【０１１６】
　切替デバイスの寸法は、意図した用途に応じて異なることができる。実施形態によって
、長さは約１２．５ｃｍ～約５ｃｍに及ぶことができる。一実施形態において、長さは約
７ｃｍとすることができる。幅は１．５ｃｍ～約４ｃｍに及ぶことができる。一実施形態
において、幅は約２ｃｍとすることができる。
【０１１７】
　切替デバイスの全体形状は、円形、長円形、長方形又は正方形とすることができる。幾
つかの実施形態では、表示画面と重なり合うのを避けるために、切替デバイスは利用可能
な空間にはまるように成形することができる。
【０１１８】
　本願発明の別の応用形態は、ケースと、表示画面と、内部電子構成要素とを備える小型
電子デバイスである。表示画面及び内部電子構成要素はケース内に実装される。この実施
形態では、表示画面はケースの少なくとも１つの構成において外部から視認可能であり、
ケースは実質的に反磁性である表面を有する。ケースの表面の少なくとも一部は切替デバ
イスを収納するように構成される。さらに、切替デバイスは、切替デバイスを収納するよ
うに構成されたケースの表面の少なくとも一部に選択的に結合するように構成される。切
替デバイスを収納するように構成されたケースの表面の少なくとも一部は強磁性若しくは
フェリ磁性であるか、又は強磁性材料若しくはフェリ磁性材料を覆う。
【０１１９】
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　応用形態によっては、斜角の縁部を有するように切替デバイスを形成することが望まし
い場合がある。そのような構成要素は、切替デバイスを受け入れるように構成されるケー
スを有するデバイスと結合されるときに特に役に立つことができる。このとき、斜角の縁
部を受け入れて更に堅固に切替デバイスを所定の位置に保持するように構成されるリッジ
が、ケースの中に存在する。
【０１２０】
　ケースが切替デバイスを収納するように構成されている本開示の実施形態では、幾つか
の方法でケースをそのように構成することができる。一実施形態では、そのようなケース
は、切替デバイスが収納されるケースの表面上に強磁性材料又はフェリ磁性材料を配置す
ることによって構成される。別の実施形態では、ケースは、切替デバイスが収納される所
定の位置において、ケース自体が強磁性材料又はフェリ磁性材料から構成されるように調
製される。更に別の実施形態では、ケースは、切替デバイスが収納される場所の下に強磁
性材料又はフェリ磁性材料を配置することによって調製される。さらに、ケースは、切替
デバイスが溝、スロット又は他の凹んだ幾何学的形状の中に収納されるように作製し、切
替デバイスの外形を薄型にして、カバーを閉じるのを容易にするか、又は切替デバイスを
引っかけるのを防ぐことができる。切替デバイスの外形を薄型にする別の理由は、デバイ
スの美感を高めることである。
【０１２１】
　本開示の方法を利用する際に、切替デバイスは、本発明の範囲内で配置することによっ
て、ラップトップコンピューターの基部に結合される。ラップトップコンピューターが動
かされても、永久磁石と強磁性材料との間の磁気引力が切替デバイスを所定の位置に保持
する。切替デバイスは、磁力に打ち勝つほど持ち上げることによって、ラップトップコン
ピューター基部から切り離される。その後、切替デバイスは、表示画面（図示せず）上に
配置され、その後、１つ又は複数の指を使って表示画面にわたって移動される。起動又は
停止された後に、切替デバイスはコンピューター基部に再び結合することができる。
【０１２２】
　同様に、本開示の方法及び用具は第２のケースに適用することもできる。この実施形態
では、小型電子デバイスの１次ケースを保護するように構成されるケースを、切替デバイ
スを収納にするように同様に構成することができる。サードパーティ供給業者によって製
造される場合もあるそのようなケースは、一般的に、１次ケースの仕上がりを保護し、及
び／又は小型電子デバイスの電子構成要素に対して更なる衝撃保護を与える働きをする。
【０１２３】
　本開示の方法を実施する際に、用いられる磁力源に関して３つの基本的な実施形態があ
る。一実施形態では、切替デバイスは磁石を含むことができ、ケースは非磁化強磁性材料
又はフェリ磁性材料を含むことができる。第２の実施形態では、掃除デバイスは、非磁化
強磁性材料又はフェリ磁性材料のみを有することができ、磁石がケース内、又はケース上
に存在することができる。第３の実施形態では、切替デバイス及びケースの両方が磁石を
含むことができる。
【０１２４】
　磁石又は強磁性材料若しくはフェリ磁性材料がケースに適用されるとき、一実施形態で
は、それは粘着剤を用いて接着させることができる。１つのそのような実施形態では、粘
着源として両面ガファーテープを使用することを含む。本願の方法とともに任意の粘着剤
を用いることができる。
【０１２５】
　一実施形態では、本願の切替デバイスは、広告源として用いることができる。例えば、
本願の一実施形態では、切替デバイスは、その上にロゴ、商標、標語等を刻印することが
できる。別の実施形態では、ロゴ又は装飾面と、オプションで、第２の接着面とを有する
予め印刷された基材を用いることができる。基材が接着剤を含む、これらの実施形態のう
ちの幾つかでは、接着剤は、磁石を切替デバイスに固定するのに用いることができる。別
の実施形態では、接着剤を有する基材は、広告及び／又は装飾がない場合もある。
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【０１２６】
　本願において、「反磁性」という用語は、強磁性又はフェリ磁性でない材料を記述する
のに用いられる。実用的な観点から、常磁性である材料は、利用されても、磁石に対する
引力が実効的でないほど弱く、それゆえ、反磁性であるかのように取り扱われることにな
る。
【０１２７】
　切替デバイスの多くは単一の磁石又は強磁性基材若しくはフェリ磁性基材を有するが、
これは、本願の制限ではない。実施形態によっては、切替デバイス内に複数の磁石を有す
ることが望ましい場合もある。本願の方法の一例では、切替デバイスは、ラップトップコ
ンピューターのような閉じるケースを有するデバイスの上部に吸着され、ケースが閉じら
れるときに、切替デバイスの本体は下方に回転する。ラップトップが使用の際に開けられ
るとき、本体は上方に、画面から離れるように回転することができる。
【０１２８】
　上記切替デバイスは、磁気スイッチを有するデバイス上のそのような磁気スイッチを起
動することができる機能を有する。これは、そのようなデバイスのカバーを閉じる（その
ようなスイッチを起動する通常のモード）必要がないので、電池寿命を節約する際に特に
有用である。この切替デバイスは、タブレットのタッチパッドを用いて同じことをするの
に何度かタッチする必要があるのに比べて、切替デバイスに一度だけタッチするとハイバ
ネーションモードに入ることができるので、磁気スイッチを有するタブレットデバイスの
使用時に特に有用である。
【０１２９】
　本願の切替デバイスがアップル（登録商標）スマートカバーを用いるタブレット上で利
用される一実施形態では、切替デバイスをスマートカバーの外側で利用して、カバーをよ
り容易に操作する取っ手としての役割を果たすことができる。スマートカバーの底部にあ
る磁石によって、切替デバイスを非常に効率的に利用できるようになる。
【０１３０】
　本開示の切替デバイスは、特に強い磁石を有して調製されるときに、ゲーム用具として
の２つの目的を有することができる。例えば、スマートフォンが、切替デバイスを収納す
るように構成される凹部エリアを有するケース内にある実施形態では、凹部エリア及び切
替デバイスは、ボール又は他のゲーム用物体に類似しているように形状付けすることがで
きる。切替デバイスが正確にトスされる場合には、凹部エリア内に取り付けられることに
なり、そのようなトスはゴール又はスコアとすることができる。任意のそのようなゲーム
が本発明の範囲内にある。
【０１３１】
　切替デバイスを幼いユーザーにとってより望ましくするために、それらの切替デバイス
は人形又は玩具に変更することができるか、又は組み込むことができ、その人形又は玩具
は、電子デバイスに取り付けられるか、又は電子デバイス上に載せられ、磁石を用いてそ
の上に固定されるように構成されることに留意されたい。図３のアングリーバード（商標
）人形のような、商標登録された玩具及び人形が使用される場合があるが、少なくとも場
合によっては、幼いユーザーによるデバイスの維持管理を促す役割を果たすことになる場
合に特に、商標未登録の玩具及び人形であっても使用することができる。例えば、ＴＹ（
商標）からのミニビーニーベイビーズ（商標）を長方形の切替デバイス上に座るように構
成することができ、その場合に、切替デバイスは「敷物」に類似している。別の実施形態
では、電子デバイス用のカバー及びケースはかご又は家に類似しているように構成される
場合があり、適切に選択されたフィギュアが、少なくとも１つの表面及び少なくとも１つ
の磁石上に、傷をつけない材料を用いて調製される。フィギュア／切替デバイスは、かご
／家を使用しているように見えるように、カバー又はケースに接着することができる。一
例は、犬小屋のデザイン又は形状を有するケース又はカバー上でスヌーピー（商標）の形
状の切替デバイスを使用することであろう。別の実施形態では、漫画のフィギュアを、ケ
ース又はカバーの上に座る（別の言い方では、止まる）ように構成することができ、切替
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【０１３２】
　本願の切替デバイスは、ケースのカバー内に一般的に固定される従来の切替デバイスに
比べて数多くの利点を有する。従来の切替デバイスは左右に動かすことはできず、通常、
利用されるときに表示画面を遮る。本願の切替デバイスには、これらの制約はない。実際
には、本願の切替デバイスは、デバイスがオフでもオンでも、ポータブル電子デバイスの
正面に載せることができるか、又は取り付けることができる。
【０１３３】
　本願の切替デバイスは、カバーとしての役割を果たすのではなく、これにより、従来の
カバー／スイッチに比べて非常に軽量化できるようにする。従来のケースが取っ手を欠い
ている場合、本願の切替デバイスは、アップル（登録商標）スマートケースのようなケー
スが所定の位置にあるときに、取っ手として２つの役割を果たすことができる。
【０１３４】
　本願の幾つかの実施形態において利用される掃除材料は取外し可能にすることができる
。例えば、図１９Ａ及び図１９Ｂに示される掃除デバイスは、取り外し、交換することが
できる掃除材料１９０３を用いて調製することができる。そのデバイスは少なくとも１つ
の磁石を含み、鉄粒子（やすり粉の粉末等）が含まれている掃除材料を利用して、磁石が
掃除材料を所定の位置に保持する役割も果たすようにできるので、実施形態によっては、
掃除材料を所定の位置に保持するために粘着剤又は他の接着剤も利用することができる。
代替形態では、金属箔を用いることができる。
【０１３５】
　接着剤を、金属箔の含有される金属粒子を所定の位置に固定するように選択することが
できる。接着剤は、幾つかの実施形態において、金属粒子を腐食から防ぎ、かつその脱離
も防ぐ役割を果たすことができる。特にやすり粉の鉄塵のような金属粒子が固定され、掃
除される表面上に脱離しないことが望ましい。
【０１３６】
　図２３に示されるような掃除デバイスのうちの幾つかは、二次用途を有する。例えば、
これらのデバイスは、フライフィッシングルアー及び他の釣り針を保持するのに適した材
料から表面を形成して調製することもできる。そのような二次用途が開示されている場合
、掃除材料の有無にかかわらず、そのようなデバイスも本願の範囲にある。
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